








◎
一
月
三
十
一
日
小
泊
大
火
五
十
軒
。

◎
二
月
一
日
当
村
避
病
院
に
入
院
者
あ
り
。

◎
三
月
十
六
日
山
中
定
五
郎
釧
路
行
移
住
民
。

◎
三
月
二
十
一
日
嘉
瀬
賭
縛
連
名
で
警
察
に
調

べ
ら
れ
る
。
◎
四
月
十
五
日
中
里
火
覗
三
十

戸
。
◎
五
月
一
日
村
会
議
員
選
挙
。
◎
五

月
四
日
八
幡
宮
春
お
神
楽
。
◎
七
月
十
四
日

法
林
寺
に
て
宝
物
内
拝
あ
り
。
◎
七
月
十
六

日
金
木
南
台
寺
越
後
よ
り
の
宝
物
内
拝
。
◎

嘉
瀬
山
の
土
埋
木
に
て
八
幡
宮
社
内
寄
合
す
。

◎
九
月
六
日
木
造
馬
市
。
◎
九
月
十
日
土
埋

木
採
伐
大
典
沢
行
き
。
◎
嘉
瀬
チ
フ
ス
患
者

二
人
あ
り
隔
離
病
所
へ
行
か
ず
。
◎
十
一
月

九
日
毘
沙
門
小
学
校
上
棟
式
。
◎
十
二
月
十

八
日
昨
日
吉
崎
弥
四
郎
の
兄
『
カ
ン
タ
』
と
中

村
十
助
の
『
ハ
ド
。
．
』
勇
治
の
兄
松
前
行
き
。

◎
十
二
月
二
十
四
日
学
芸
会
あ
り
。

▲
村
会
議
員
選
挙
候
補
者
七
人
組
派

Ⅱ
工
藤
保
次
郎
（
落
）
、
鳴
海
筆
八
、

鳴
海
丑
之
亟
、
鳴
海
繁
太
郎
（
落
）
、

花
田
政
次
郎
、
伊
藤
亀
吉
。
山
中
勝
太

郎
派
Ⅱ
山
中
勝
一
、
斉
藤
直
太
郎
、
山

中
兵
市
郎
。
独
立
派
Ⅱ
沢
田
立
雄

▲
区
選
結
果
Ⅱ
一
級
－
櫛
引
七
五
郎
、

旧
四
月
八
日
は
誠
に
好
晴
天
で
あ
り
、
学
校

生
徒
運
動
会
で
あ
り
、
溜
池
に
学
校
用
小
船
あ

り
、
総
て
運
撮
せ
し
に
、
小
栗
崎
秋
元
文
七
の

兄
文
五
郎
と
浜
田
永
作
の
聾
、
是
れ
は
傘
柳
村

よ
り
来
り
た
る
人
、
夫
れ
と
伊
藤
柾
吉
の
子
供

熊
と
、
秋
元
文
三
の
弟
と
、
今
長
八
長
男
文
長

と
五
人
。
○
○
中
央
点
に
船
に
て
行
き
た
る
所

船
に
水
溢
れ
た
る
に
付
、
文
五
郎
と
、
永
作
聟

は
、
ド
ン
と
跳
び
、
子
供
の
三
人
は
船
に
シ
ガ

ゲ
の
下
の
箱
二
寸
の
間
隙
に
、
米
残
留
し
て
あ

る
も
の
を
山
中
宇
之
は
告
発
せ
り
。

其
の
証
人
は
自
分
養
子
聟
と
花
田
松
五
郎
を

立
て
、
米
壱
斗
五
升
あ
る
と
し
た
蕊
、
警
察
の

検
証
で
は
壱
升
五
合
か
、
或
は
弐
升
と
鑑
定
せ

り
。
我
々
と
育
は
四
月
二
十
二
日
青
森
地
区
裁

判
所
検
事
局
へ
出
頭
せ
り
。
其
の
日
迄
と
二
十

三
日
取
調
べ
を
受
く
（
検
事
松
藤
正
憲
）
た
る

に
、
何
ん
の
事
も
な
く
帰
宅
せ
り
。

然
る
に
四
月
二
十
九
日
、
金
木
分
署
よ
り
還

付
の
呼
出
状
到
来
し
、
午
后
二
時
に
押
収
に
な

り
た
る
鯖
米
の
帳
面
七
巻
還
付
と
な
り
、
誠
に

喜
び
な
る
次
第
で
あ
り
、
罪
な
き
も
の
を
罰
せ

ん
と
企
て
告
発
せ
る
は
誠
に
悪
む
く
き
覗
怖
で

あ
り
、
是
れ
は
死
ん
で
も
忘
れ
ざ
る
も
の
で
あ

る
。
（
不
可
忘
）

×

×

花
田
政
次
郎
、
鳴
海
丑
之
亟
、
山
中
勝

一
、
斉
藤
定
五
郎
、
斉
藤
直
太
郎
。

二
級
Ｉ
原
田
辰
五
郎
、
商
橋
竹
太
郎
、

山
中
兵
一
郎
、
伊
藤
旭
吉
、
鳴
海
筆
八
、

沢
田
立
雄

▲
毘
沙
門
新
築
中
、
学
校
倒
破
し
、
七
月
七

日
（
旧
六
月
三
日
）
の
東
風
に
て
梁
間
五
間
行

間
十
二
問
の
校
舎
風
の
た
め
倒
れ
、
請
負
人
花

田
○
の
分
損
害
を
来
し
。

▲
金
木
旭
座
頓
死
。
金
木
に
て
本
年
芝

居
小
屋
新
築
せ
り
。
十
月
三
十
日
よ
り
初

め
、
十
一
月
二
日
に
芸
人
は
舞
台
の
上
で

頓
死
せ
り
。
其
の
葬
式
は
『
ね
り
や
』
の

旅
館
で
送
葬
せ
り
。
是
れ
も
未
曽
有
な
き

事
で
あ
り
。

▲
本
年
の
春
、
当
地
の
人
は
十
三
人
連
帯
と

し
て
、
北
海
道
釧
路
阿
寒
郡
舌
幕
村
原
野
に
一
一

シ
・
ヘ
ッ
未
開
地
大
凡
百
町
歩
貸
付
許
可
に
な
り
、

然
れ
共
北
海
道
人
岸
部
慶
太
郎
の
毒
手
に
依

り
、
意
の
如
く
な
ら
ず
、
中
途
の
札
幌
道
庁
よ

り
的
岡
に
し
た
る
者
八
人
、
其
の
他
妻
子
あ
り

釧
路
ま
で
行
き
た
る
も
の
は
五
人
あ
り
、
貸
付

け
受
け
な
ん
地
所
の
樹
木
百
円
に
て
売
り
。

五
所
川
原
に
て
六
月
二
十
三
日
、
青
年
団
運

動
会
あ
り
、
雨
天
に
も
不
拘
施
行
し
た
る
に
、

五
所
川
原
よ
り
木
造
ま
で
マ
ラ
ソ
ン
往
復
、
三

十
四
分
に
て
、
一
着
内
浮
の
者
と
、
当
村
沢
田

岩
吉
の
弟
與
三
と
両
人
で
あ
り
、
東
奥
新
聞
社

の
メ
ダ
ル
と
、
報
知
新
川
社
の
メ
ダ
ル
と
、
一

人
に
一
箇
、
ほ
か
部
長
よ
り
木
綿
御
下
賜
に
な

り
、
当
村
背
年
団
は
一
等
賜
与
数
人
あ
り
、
誠

に
歓
喜
で
あ
り
ま
し
た
。

り
付
き
た
る
為
め
、
三
人
は
命
は
助
か
り
、
二

人
は
溺
死
に
到
り
ま
し
た
。
誠
に
悲
し
む
べ
き

事
で
あ
る
。

×
×

か
み

旧
四
月
八
日
に
、
飯
詰
川
の
萢
の
橋
上
に
溺

死
の
死
体
あ
り
、
手
足
は
露
見
し
れ
共
、
上
部

が
砂
に
隠
れ
、
相
分
ら
ず
。
検
査
の
所
、
顔
も

手
足
も
腐
敗
し
て
、
誰
彼
れ
分
ら
ざ
る
も
、
評

面
一
通
と
、
金
壱
円
余
程
帯
せ
り
。

因
れ
見
れ
ば
、
高
根
の
野
上
三
太
と
か
と
言

う
。
二
月
北
海
道
行
き
、
其
の
帰
る
途
中
に
て

酒
を
呑
み
、
路
で
も
迷
い
、
川
に
落
ち
、
溺
死

せ
り
と
言
う
。
誠
に
不
棚
な
死
に
様
で
あ
る
。

×

×

◎
一
月
十
日
東
京
に
流
行
感
冒
多
し
。
◎

東
京
大
阪
感
冒
多
し
死
亡
者
続
出
◎
三
月

六
日
『
能
久
』
で
唄
踊
会
あ
り
。
◎
三
月
八

日
金
木
の
学
校
で
軍
事
講
話
あ
り
。
◎
三
月

二
十
四
日
中
里
に
て
流
行
感
冒
患
者
多
大
死
亡

者
出
る
。
◎
五
月
十
三
日
小
学
校
運
動
会
。

◎
五
月
十
九
日
嘉
瀬
森
林
保
謹
組
合
総
会
（
役

職
人
改
選
。
◎
碑
除
幕
式
招
魂
祭
。
◎
五

月
三
十
日
金
木
に
て
連
合
消
防
演
習
。
◎
六

月
二
十
五
日
小
学
校
内
で
種
痘
植
え
る
。
◎
七

月
二
十
九
日
県
道
畑
中
橋
を
掛
け
替
え
。
◎
八

月
八
日
旧
廿
三
日
地
蔵
様
の
宵
祭
り
。
◎
放
火

人
吉
崎
豊
常
七
年
以
上
鉄
窓
に
住
み
漸
々
放
免

と
な
り
故
郷
に
帰
る
。
（
九
月
二
十
三
日
）
・

◎
九
月
二
十
七
日
木
下
九
郎
子
三
郎
隔
離
所
死

亡
あ
り
。
◎
十
月
二
十
四
日
金
木
元
藤
枝
通

り
三
軒
焼
失
せ
り
。
◎
十
月
二
十
八
日
夜
金

木
火
事
一
軒
焼
失
。
◎
十
一
月
三
日
午
后
五

▲
八
月
二
十
八
日
警
鐘
台
七
月
中
に
新
築
、
元

山
勝
前
沢
田
立
雄
側
に
あ
り
し
二
本
柱
を
渡
し

て
当
駐
在
所
前
に
建
立
せ
り
。

▲
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
午
前
一
時

◎
宮
の
献
納
物
は
、
畑
中
左
大
臣
、
古
町
は

不
用
の
大
政
大
臣
、
鍛
冶
町
は
手
洗
石
。

◎
六
月
二
十
八
日
金
木
競
馬
。
◎
八
月
一
日

北
郡
連
合
青
年
団
運
動
会
、
マ
ラ
ソ
ン
に
て
当

に
ド
ー
正
九
主

｜
大
正
十
五
年
一

一

大
正
十
四
年

大
正
十
三
年

大
正
十
一
一
年

◎
七
月
十
日
青
森
大
火
。

大◎
二
月
四
日
金
木
で
活
動
あ
り
生
徒
行
▲
鎌
田
岩
吉
四
男
新
吉
、
木
造
華
寺
間
宮
に

く
◎
◎
二
月
二
十
六
日
嘉
瀬
区
会
選
愛
子
と
な
り
、
日
蓮
大
学
入
学
準
備
中
、
肺
結

挙
。
◎
五
月
四
日
小
学
校
運
動
会
。
核
に
罹
り
療
養
中
、
家
内
の
不
和
及
精
神
に
異

◎
五
月
五
日
八
幡
宮
神
楽
。
◎
九
月
状
を
来
た
し
、
母
及
妻
外
一
名
を
斧
に
て
殺
害

二
十
九
日
小
学
校
新
築
に
つ
き
村
会
あ
し
て
、
自
ら
○
死
せ
り
。
十
一
月
十
七
日
葬
式
。

り
。
◎
ト
ラ
ホ
ー
ム
治
療
役
場
に
て
。
▲
九
月
廿
日
午
后
八
時
五
所
川
原
旭
座
活
動

ア
ガ
コ

◎
十
二
月
三
日
今
才
太
郎
二
男
『
赤
子
』
映
画
中
、
電
熱
の
た
め
フ
イ
ル
ム
に
火
移
り
大

新
道
に
店
新
築
。
◎
十
二
月
十
三
日
火
災
と
な
り
、
死
者
十
六
名
、
重
軽
傷
五
十
名

馬
削
蹄
土
岐
氏
と
な
る
。
以
上
に
上
れ
り
。

大
空
地
に
て
唄
会
あ
り
。

工
事
、
花
田
柾
五
郎
落
札
。

に
於
て
大
地
震
。
九
月
一

り
死
傷
数
十
万
。

正
十
一

正

一
Ⅱ
八
月
一

嘉
瀬
小
学
校
六
万
五
千
円
に
て

三
月
二
十
六
日
阿
部
元
太
郎
側

八

日
東
京
附
近
数
十
里

日
東
京
大
地
震
が
あ

年
年

一一

二
十
五
分
崩
去
せ
り
。
寿
四
十
八
才
大
正
天
皇

と
称
号
、
御
病
気
心
臓
マ
ヒ
、
年
号
昭
和
元
年

と
あ
ら
た
む
。

時
原
田
巡
査
頓
死
せ
り
。
◎
十
一
月
二
十
七

日
金
木
夜
火
事
子
供
三
人
焼
死
せ
り
。

▲
五
月
十
九
日
嘉
瀬
森
林
保
護
組
合
役
員
改
選

結
果
、
選
挙
当
選
者
は
左
の
通
り

組
合
長
鳴
海
林
蔵
、
副
組
合
長
山
中
滝
五
郎
、

評
議
員
浜
田
永
作
、
鳴
海
藤
太
郎
、
鳴
海
辰

太
郎
、
山
中
兼
蔵
、
平
川
由
七
郎
、
工
藤
弥
一

郎
、
合
計
八
名

▲
除
幕
式
嘉
瀬
村
中
本
年
初
め
て
招
魂
碑
建

設
し
、
寄
附
金
三
千
円
に
達
し
、
大
宴
を
催
し

準
備
を
な
し
け
れ
共
大
雨
の
た
め
思
う
通
り
に

行
か
ず
、
酒
宴
会
は
学
校
に
於
て
行
う
。

▲
腸
チ
ブ
ス
流
行
隔
離
所
へ
旧
七
月
は
廿
人
あ

ｈ
ソ
０ 地

の
沢
田
與
三
郎
一
等
を
得
る
。
◎
八
月
二

十
九
日
馬
草
苅
り
野
分
け
す
る
。
◎
九
月
十

八
日
白
戸
飛
行
機
乗
り
金
木
野
に
て
。

×

×

拭い 黙病

ムー

大
正
十
年




